
令和７年度

NPO法人ぷろじぇくとPlus

事業報告書
令和７年４月１日～令和８年３月３１日



組織図

理事

統括管理者

総合支援センターand（豊岡市）
但馬障害者就業・生活支援センターリンク
相談スペース ポッシュ

地域活動支援センターあべいゆ（朝来市）

引きこもり自立支援事業居場所いろは（朝来市）

就労移行支援事業所Routes（養父市）
就労定着支援事業
就労選択支援事業

就労継続支援事業所あくせる（朝来市）

就労継続支援事業所ぷろじぇくとPlus（豊岡市）

多機能型事業所Kirara（新温泉町）
生活介護事業
就労継続支援Ｂ型事業

統括管理者

統括管理者
法人本部

城崎温泉ユニバーサルツーリズムセンター



職員数

－振り返りー

❏令和７年度は２名の職員が出産により産休、育休に入ることとなったが、退職するこ
となく復帰時期を検討していただくことが出来ている。

❏新規入職者１２名中２名が１年足らずのうちに退職された。１名は高齢者施設からの転
職であり、業務の違いも大きかったと思われる。１名はご家族の都合での退職となって
いるものの、両名に対し法人として上手くフォローすることが出来なかったことは反省
点として残る。

❏立ち上げメンバーでもある副理事が退任、退職することとなり、法人にとって大きな変化
の年となった。

正職 パート 正職 パート

事務局 1 1 0 1

総合支援センター　and 3 4 6 2

多機能型事業所Kirara 2 4 2 7

地域活動支援センターあべいゆ、いろは 0 4 0 3

就労移行支援事業所Routes 2 0 2 0

就労継続支援事業所あくせる 1 1 1 1

就労継続支援事業所ぷろじぇくとPlus 0 1 3 2

　就労定着支援事業 2 0 0 0

生活介護事業所POMhouse 1 0 1 3

地域活動支援センターピース 0 0 1 1

城崎温泉ユニバーサルツーリズムセンター 0 0 0 0

合計 10 14 16 20

事業名
男性 女性

令和８年３月３１日

有償ボラ 2１名あくせる兼務

有償ボラ 2

ピアサポ３名含む

１名あべいゆ兼務

別事業兼務



            
   

               

                        

            

    

    
  

    

                   

      

                   

    

                      

                 

                      

    
             
      
              

     

       
            

    

            
                  

     

       
      

                    

    

             
                 

     

          
   

        
         

           
       

               
              

                 

              

      

重点目標

令和７年度の重点目標は
何をやったかと言う「結果」よりも何をやろうとしたのかと言う「過程」を大切にすること
を目的意識として掲げ、一人ひとりが上司や他者に正解を委ねるのでは無く、自分自身で創
り出す自主性や責任感を持っていただく様、周知を図った。

－振り返りー

❏各事業での取り組みをしっかりと評価すると共に法人内外への共有が図れる様、ホーム
ページのリニューアルやＳＮＳのＵＰを意識する等、ＩＴの活用にも力を入れた。

❏地域に根付いた取り組みの一環として「桜まつり」を地域対象に実施。開催に至ったこ
とだけで無く、職員間の会議から始まった取り組みであることが法人にとって大きな
財産となった。

❏入職当初から独立を視野に入れて事業を任せていた職員数名が３年の時を経て予定通り
独立することとなり、任せていた２事業をそのまま運営移管し、今後も協力体制を敷き
ながら新たな法人運営についても支えて行くこととした。



活動内容

①会議及び委員会

②健 診

会議の種類 参加者 内容 開催時期、頻度

まとめ会議
障害福祉サービス

管理者
サビ管

前月、当月のサービス実施状況の
共有

第３土曜日PM／毎月

ちょうせい会議
セクションチーフ

サビ管
管理者

法人、各事業所に向けての新たな
取り組みの検討

第３土曜日PM／隔月

経営会議 統括管理者 法人運営に関すること 毎月１回

各事業所会議 事業所職員
個別ケースの処遇検討、職員間の
情報共有、行事等の確認

第３土曜日AM

委員会活動 各委員会担当者
虐待防止、コンプライアンス
環境美化、研修、広報、イベント

随時
※研修は毎月

依頼先
公益財団法人 兵庫県健康財団但馬支所

（養父市八鹿町八鹿１１５－４６）

実施日及び実施場所

令和７年 ６月３０日（月）／多機能型事業所Kirara

令和７年１０月１０日（金）／健康財団但馬支所

対象者
・障害福祉サービスを利用する利用者
・法人職員

③研 修

・適切な利用者及び相談者支援が出来る様、毎月職員研修を行い、法人として講師をお招きする若
しくは視察等に出かける等の外部研修等も年一回取り入れている。また、法定研修等については積
極的な参加を促し、サビ管研修や相談支援専門員の研修等にも毎年参加している。
・法人主催の研修以外については〝伝達研修〟として例年３月には報告の場を設け、研修に行きっ
ぱなしにならない様、振り返る機会とすると共に、参加出来ていない職員にも得た知識を共有する
機会としている。
・研修の組み立てとして今年度はよりコアな内容に踏み込める様、受講対象者を職位や業務等で分
ける等の工夫を試みた。年間計画は次項の通り。



月 日 テーマ 対象 研修担当 時間 ねらい

４月 １９日
法人概要周知
各委員会について

全職員 理事 11:00～13:00
年度初めに法人の方向性を確認し、全職員が同じ方
向、同じ目標を意識しながら業務に当たる。

５月 １７日
管理職に必要なス
キルを紐解いてみ
る

SC以上 研修委員 13:30～15:00
望む管理者像、望まれる管理者像の違い等を意識し
ながら自らに合ったリーダーシップを考えることで
各セクションの機能強化に繋げる。

６月 ２１日
対人援助に必要な
力をロールプレイ
から再認識する

障害福祉サー
ビス系職員＋
希望者

研修委員 15:30～17:00
日頃の支援を自分自身がどのように行っているのか
をロールプレイから振り返り、今後の業務へのヒン
トとする。

７月 １９日エンカウンター
令和６年度
令和７年度
入職の方

研修委員 13:30～15:00
業務中には接点を持つことが出来ない法人内事業所
の職員が集い、本音と本音の交流や感情交流を行う
ことで横の繋がりを強化する。

８月 １６日
経営の視点から法
人を見る

SC以上の
希望者のみ

調整中 15:30～17:00
休日や収入等、働いていれば当然気になるであろう
ところの仕組みを知るだけで無く、新たな視点を入
れることで改善に向けての提案を可能にする。

９月 ２０日
バイスティックの
７原則を読み解き
対人援助を考える

相談系職員
＋希望者

調整中 13:30～15:00
対人援助職者であれば誰しも知るところであるバイ
スティックの７原則について、一方的な講義では無
く、参加者で考え深め技術として獲得する。

１０月 １８日虐待防止について 全職員 担当者 15:30～17:00
委員会設置が必須となっている虐待防止について、
各事業を振り返ると共に虐待に繋がるリスクや要因
について改めて意識する機会とする。

１１月 １５日中止

１２月 ２０日外部研修 全職員 調整中 15:30～17:00

１月 １７日 BCP研修 全職員 担当者 13:30～15:00
通所系・訪問系の施設では、各々年１回以上行うこ
とが必要とされており（減算対象）、本来業務を中
断させない事業運営を考えます。

２月 ２１日
コンプライアンス
／感染症について

全職員 担当者 15:30～17:00
委員会において検討された事項を踏まえて全職員に
内容の周知、及び手技の体験

３月 ２１日振返り
管理職以外
参加必須

研修委員 13:30～15:00
一年前に立てた目標からの１年がどう過ごせたのか
を振り返り、新たな１年に向けての糧とする。また
研修の効果測定を行い次年度への課題とする。



事業所の名称 就労継続支援事業所ぷろじぇくとPlus

事業所の所在地 兵庫県豊岡市元町１１－１

サービスの種類 就労継続支援Ｂ型事業

実施地域 豊岡市、京丹後市

利用定員 ２０名 現員 １３名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間

月曜日～金曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日、お盆（８月１３日～１５
日）は休み
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

就労の機会の提供及び就労に必要な知識及び能力向上のために必要な
訓練などの提供を行った。また、行事を通し余暇の過ごし方や作業以外
での関りの場の提供を行った。
作業面の施設外就労では、城崎温泉旅館での浴室清掃やゴダイドラッ

グ駐車場の除草作業、新温泉町の城山公園や対田公園、クリーンパーク
などの除草作業を実施した。施設内作業では、鞄内職作業（糸切りや両
面テープ貼り、貼り合わせやショルダー通し、あんこづくりなど）や石
屋さんの作業（石の梱包作業など）不動産会社の郵便発送準備作業（宛
名ラベル貼りや封入、封綴じなど）を実施した。
利用者一人ひとりの障害特性や作業能力に応じ、作業工程の細分化や

治具の使用を行うことで、安定した作業参加につながるように支援を
行った。また、見本提示などの視覚支援を取り入れ、作業理解や作業精
度の向上に努めた。できることを積み重ねていくことで利用者の自信に
繋がるよう意識し、就労に必要な知識や能力向上のため、仕事の取り組
み方などの声掛けやチェック表などの活用に努めた。
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利用状況収入総額 2,591,866円

利用者工賃 2,609,716円

差額 ー17,850円

利用者一人当たりの
平均工賃月額



事業所の名称 就労継続支援事業所ぷろじぇくとPlus

事業所の所在地 兵庫県豊岡市元町１１－１

サービスの種類 就労定着支援事業

実施地域 豊岡市、京丹後市

利用定員 定員の定めなし 現員 名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

就労移行支援等を利用した後、通常の事業所に新たに雇用された障害
者の就労の継続を図るため、企業、障害福祉サービス事業者との連絡調
整や相談、指導及び助言などの必要な支援を行った。
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◆余暇活動◆

日時 内容

１ 2025年6月28日 鳥取イオン北店へお出掛け

２ 2025年10月31日 城崎マリンワールドへお出掛け

３ 2025年11月19日 第4回 事業所対抗ボーリング大会

４ 2025年12月25日 クリスマス会

５ 2025年12月28日 仕事納め（大掃除、そばを食べる）

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

・良かった点
利用者それぞれの得意・不得意に応じた役割分担を行うことで、無理なく継続して作業に取り組め
る環境づくりにつながった。
定期的に行事を行うことで、利用者の楽しみにもつながった。また、作業以外の一面や普段とは違
う一面を垣間見れる機会ともなり、支援のヒントにつながることもあった。

・改善点
作業内容によっては対応できる利用者が固定化している状況もあるため、今後は段階的な支援や練
習機会を増やし、作業の幅を広げられるよう取り組んでいきたい。
また、作業負担の偏りを軽減できるよう、工程や支援方法の見直しを継続して行っていく必要があ
る。
次年度から、施設外就労の機会が減るため、その穴埋めをどうしていくのかを考える必要がある。
また、城崎温泉旅館での作業に行ける利用者も限られてしまっているため、作業工程の見直しや細
分化、時間短縮の方法や効率化へ向けての体制づくりを考えていく必要がある。

記入者

職名 氏名

サービス管理責任者 足立 佳奈子

６ 2026年1月6日 新年会

７ 2026年3月6日 鳥取イオン北店へお出掛け



事業所の名称 多機能型事業所Kirara

事業所の所在地 兵庫県美方郡新温泉町二日市１８４番地（生活介護）

サービスの種類 生活介護事業

実施地域 新温泉町、香美町

利用定員 １５名 現員 １５名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、入浴、排せつ及び食事
の介助、創作的活動または生産活動の機会の提供と支援を行いました。

4月は15名の登録で事業を開始しました。食事、排せつの介助を行うとともに、個
人の利用目的に応じた個別的支援の実践と館内中央のフリースペースや和室を機能訓
練や余暇活動に利用し実施しました。また、入浴が家庭で困難な方に対し清拭や入浴
介助、補助などを行いました。発達特性のある方に対しては個別ブースを提供し個別
プログラムの支援を行いました。また、パニックを起こした方の対応や見守りの強化
を行いました。余暇活動では、毎月1回、行事と調理実習を行いました。行事では、
施設内行事の他に近隣の施設へ外出したり、自分で選択して購入する買い物外出を提
供し支援しました。マスク着用や人混みが苦手な方に対しては、別施設で楽しめるよ
うにしました。外出は小グループとし、感染症対策と利用者個々の状況に合わせて実
施しました。調理実習では、なるべく多くの方がかかわれるようスケジュールを組み
実施しました。毎週1回のクラブ活動では、DVD鑑賞や、散歩、体操、ゲームなどで積
極的に身体を動かす機会も作りました。また、創作活動では、季節を感じる壁面飾り
などを制作し町内の文化祭で展示しました。生産活動として、就労継続支援B型事業
の作業ができる方には、個別スケジュールを組み支援者が進行管理と適切な場面で補
助を行いながら最後まで取組めるよう支援しました。また、バザーの製品作りも積極
的に行いました。
支援学校生徒と保護者、町内民生委員、他町障害福祉事業所の見学、ボランティア

の受け入れを行いました。
健康管理では、登所時に体温と酸素飽和濃度の測定を行いました。毎週1回看護職

員によるバイタルチェックも行い、結果と看護職員からのアドバイスがあれば一緒に
ご家庭へお知らせしました。6月には定期健康診断を行いました。
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◆余暇活動◆

日時 内容

１ 令和7年4月9日 「お花見」（新温泉町）健康公園

２ 5月12、21、22、23日 「グループ外出」（鳥取）イオン、かにっこ館

３ 6月11日 「身体を動かそう」（新温泉町）健康公園ドーム

４ 7月16、18日 「プチ夏祭り」（施設駐車場）水遊びなど

５ 8月21日
「合同そうめんバイキング」（施設内）調理と自分で選んでトッピング

午後はDVD鑑賞など

６ 9月9日
「避難訓練」（施設内）地震を想定し避難行動を体験する

（職員は避難の確認）

７ 10月10、14、16、17、23日
「グループ外出」（鳥取）イオン、コナン空港、かにっこ館、

道の駅 神話の里白うさぎ

８ 11月20日 「紅葉狩り」（豊岡）道の駅 神鍋高原 散策

９ 12月18日
「合同クリスマス会」（施設内）ミニ運動会

午後はDVD鑑賞やゲームなど

10 令和8年1月22日～30日 「制作」（施設内）絵馬づくり

11 2月18日 「食事会」（新温泉町）カフェレストランYELLエール

12 3月19日 「ドライブ」（岩美）道の駅 きなんせ岩美

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

個別的支援の実践は、ご家庭の要望と利用者本人の思いをくみ取りながら支援することに努めました。
退職等で支援者が少ない状況が続いた中で、毎日しなければならないことが停滞しないように、また事故
が起きないように支援者同士がホウレンソウを心がけ支援を行いました。
余暇活動では、10月外出行事では、リンク、ポッシュの引率の協力があって実施できよかったです。週1
回のクラブ活動では、季節ごとの壁面飾りなどに取り組みました。みんなで協力して仕上げることを目標
に、少しずつ仕上げていきました。町民文化祭で展示し褒めていただいたことは、励みになったことと思
います。サツマイモの収穫では、自分たちで植え収穫したものを自分たちで調理して食べることを喜びに
感じている方もいて、毎年続けてきてよかったです。調理実習では、あまり積極的に参加しなかった方が、
何度か同じ作業に参加しているうちにとても上達されたことは喜びでした。
次年度に向けての改善点は、生産活動が積極的に行えなかったので、仕事が少ないこともありますが、
就Ｂ事業と協力し、関れる方が仕事をする一員として参加できるようにしていきたいです。社会参加を希
望されているご家庭は少なくないので、家庭と相談し関係機関とも連携しながら取り組みを進めていきた
いです。利用者の活動内容については、ワークにこだわらず個々に必要なことを見極めて、目標を持って
取り組んでいけるようにしていきたいです。支援者に関しては、今年度の終わりころから人数が増えまし
た。今までの支援を薄くすることなく、チーム支援を心がけ支援のスキルを上げていきたいです。

記入者
職名 氏名

サービス管理責任者 水田 美弥子



事業所の名称 多機能型事業所Kirara

事業所の所在地 兵庫県美方郡新温泉町二日市７５３番地４

サービスの種類 就労継続支援Ｂ型事業

実施地域 新温泉町、香美町

利用定員 １５名 現員 １４名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

就労の機会の提供及び就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等の提供を行い
ました。
4月は13名の登録で事業を開始しました。6月と8月に各1名利用を開始されたので15名になり
ましたが、11月に1名亡くなられ14名となりました。利用者の年齢層が徐々に上がっていること
もあり、機能低下などの要因によってか作業の生産性が上がらないことが顕著になってきてお
り、そのような状況を鑑み「地域協同による報酬」体系で、利用者の生活リズムに合った支援
を提供しています。下請け作業に関しては、コロナ禍以降あまり回復せず、最近では海外情勢
による影響もあり受注の減少が続き、コンスタントに受注できたのは1社のみの状況でした。町
内の資源回収も低迷気味で売り上げは減少傾向でした。従来の下請け作業の他に、新温泉町の
委託事業や、町内就B事業所からの下請け作業、農家の方に芋づるを提供していただき民宿に卸
す作業など、全員で取り組める作業に力を入れました。個人様より墓掃除や社協の布団乾燥
サービスの受け取りと配達作業にも従事し、せるくるより作業をいただくなど利用者の工賃確
保に努めました。また、コープこうべの見守り個配サービス事業、町内バザー、イベントのお
手伝いとして、ひまわり畑の播種作業に参加しました。バザーの数や参加の人数は少なかった
ですが、地域の方との交流や体験のよい機会となりました。自主製品作りにも力を入れ、刺し
子のコースターと地元の陶芸家の作品とコラボした商品の販売は続けています。
余暇活動では、月1回の行事と調理実習、土曜開所日のクラブ活動、自主製品作り、町民文化
祭に向けての作品作りなどに取り組みました。行事では、特に買い物行事を利用者皆さん楽し
みにされ、欲しい物を選ぶ時や支払い時の支援などを行いました。調理実習は、2人1組で実施
しお互いに協力しながら作ることも目的とし、最後まで取組めるよう支援しました。
就労支援として、希望者1名に対しリンクと連携を取りました。
支援学校の実習生の受け入れ、支援学校生徒と保護者、町内民生委員、他町障害福祉事業所
の見学、ボランティアの受け入れも行いました。
健康管理では、登所時に体温と酸素飽和濃度の測定を行いました。毎週1回看護職員によるバ
イタルチェックを行い、結果と看護職員からのアドバイスがあれば一緒にご家庭へお知らせし
ました。6月には定期健康診断を行いました。
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利用状況収入総額 1,047,301
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837,695
209,092（期末）

差額 514

利用者一人当たりの
平均工賃月額

4,986



◆余暇活動◆

日時 内容

１ 令和7年4月17日 「食事と施設見学」（香美町）うづかの森、木の殿堂

２ 5月16日 「グラウンドゴルフ大会」（新温泉町）健康公園ドーム

３ 6月12日 「食事会」（新温泉町）春来そばてっぺん

４ 7月10日 「食事と買い物」鳥取イオン

５ 8月21日
「合同そうめんバイキング」（施設内）調理と自分で選んでトッピング

午後は、カラオケ大会

６ 9月11日 「避難訓練」（施設内）防災についての話と避難訓練

７ 10月21日 「うどん作り体験」（新温泉町）但馬牧場公園

８ 11月19日 「事業所対抗ボーリング大会」参加

９ 12月18日
「合同クリスマス会」（施設内）ミニ運動会

午後は、ビンゴゲーム大会

10 令和8年1月28日 「カラオケ大会」（施設内）

11 2月19日 「食事と買い物」鳥取イオン

12 3月12日 「施設見学」（香美町）但馬大仏

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

下請け作業の受注に関しては、受注する数がコロナ禍を過ぎてもあまり復活せず、最近の海外状
況もあり低迷が続いています。主力の資源回収も、受注の減少など全体的に回収量が減ってきてい
ます。このような中で利用者の作業の確保や利用者の一日の過ごし方に悩むことが多かったです。
自主製品作りは、民生委員児童委員協議会様からの受注品以外はあまり収入には結びつきませんで
した。最近では、加齢による体力の低下などで施設外作業への参加に積極的でない利用者もあり、
作業の振り分けに偏りが出てしまうことがありました。利用者個々に関しては、体力面の低下が顕
著に表れている方があり介助が必要な場面が増えてきました。作業の他にも身体を動かす機会を余
暇の時間に作っていく必要があります。また、入浴ができていない、着替えができていないであろ
うなど、家庭での生活面も気になる方もいるので、担当相談支援専門員と連携しながら支援してい
きたいです。余暇活動では、食事と組み合わせた行事が多く、皆さんの楽しみなイベントとなって
います。買い物行事では、自分たちのお小遣いの中から何を買おうか何日も前から盛り上がってい
ます。最初は消極的だった方も同じ場所での実施が良いのか、積極的に買う物を考え楽しんでいま
した。調理実習では、自分たちが作った物を「おいしい」と言ってもらえたことは大きな喜びのよ
うでした。買い物、調理、食事、施設見学など内容を充実させ、自分の身を守る意識を持っていた
だけるよう避難訓練の実施や、体験の機会を提供していきたいです。

記入者

職名 氏名

サービス管理責任者 水田 美弥子



事業所の名称 就労継続支援事業所あくせる

事業所の所在地 兵庫県朝来市和田山町枚田岡７７４

サービスの種類 就労継続支援Ｂ型事業

実施地域 朝来市、養父市

利用定員 １０名 現員 ８名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

令和２年度の事業開始から６年目を迎えました。昨年令和７年７月より、あくせるの主
軸である館内清掃は、エスタ専門店街協同組合和田山ショッピングセンター事務局から
イオンリテール株式会社へ業務委託先が変更になりました。

現在の活動は、従来の委託作業やイオン専門店街各店舗からの委託業務の他、新規開拓により
施設外作業として2つの農家と連携し、野菜の収穫や苗の定植、マルチ張りなど様々なパターン
の取り組みをしています。農福連携により利用者の農業分野での活躍を通じて生きがい等を創
出し、社会参画を促し利用者のさらなる就労支援に繋げる仕組みづくりをしていくことで、工
賃アップにも繋がりました。又、朝来市以外の近隣地域の小売業より清掃やポステイング、野
菜の仕分け作業などの依頼を受けるなど作業内容にも幅ができました。室内作業では、朝来市
内の企業からの下請け作業として、部品の組立てや縫製会社の製品の検品や仕上げの依頼を受
け作業を行いました。
利用者の動静については、本年度1月に1名が事業開始時から従事していた高齢者デイサービ
スに就職されました。利用者の数の増減は、昨年令和7年7月よりあくせる初の女性の利用者1名
が新規で利用を開始、9月に1名の新規利用者さんが増え、あくせる開所以来初の9名の利用者と
なりました。結果、年間の延べ利用者数は増となり、3月末で現在利用者数は8名となっていま
す。

余暇活動
4/6 試食会
6/10  外出行事(城崎マリンワールド、ランチ)
9/6 外出行事(福知山ボウリング、ランチ)
11/19 ボウリング大会及びランチ
12/26 振り返り会(施設内行事) 
3/19 外出行事(姫路セントラルパーク、ランチ)
③健康管理

10月に定期健康診断を実施。６名の利用者が参加。
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◆余暇活動◆

日時 内容

１ 令和７年４月５日(土) 試食会「身近にある美味しいものを食べましょう」

２ 令和７年６月１０日(土) 外出行事「城崎マリンワールド、ランチ」

３ 令和７年１１月１９日(水) 外出行事「ボウリング大会、ランチ」

４ 令和７年１２月２６日(金) 食事会「1年間の振り返り、ランチ」

５ 令和８年３月１９日(木) 外出行事「姫路セントラルパーク、ランチ」

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

○良かった点
今年度は、従来の作業の他に施設外作業として2件の農家と連携し農作業に従事いたしました。結果、
作業の持久力や筋力の向上機能が高まり、体力づくりに繋がりました。又、事業所対抗ボウリング
大会では、毎年の最下位から脱出し優勝することが出来ました。利用者同士の一体感や連帯感が生
まれ、事業所内でのコミュニケーションの活性化を図ることが出来ました。

○次年度に向けての改善点
就労に対して不安を抱えている利用者がまだまだいる中で、日々の作業にだけ目を向けてしまい企
業見学や職場実習を進めることが出来ませんでした。今年度は就労選択支援を利用しながら、どの
ような仕事が適職なのかをアセスメントし、就労の機会を創出していくようサポートしていきます。

記入者

職名 氏名

主任 山根 友香理



事業所の名称 就労継続支援事業所あくせる

事業所の所在地 兵庫県養父市八鹿町八鹿

サービスの種類 就労移行支援事業

実施地域 朝来市、養父市

利用定員 １０名 現員 ８名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

待機者や利用希望が一定数あり利用ニーズの高まりから令和７年５月より利用者定員６名→１０名に増員
また、利用定員を増員する事に伴い新規職員１名を配置し個別支援の充実を図りました。

【訓練プログラム】
○ワークサンプル、請負い作業、座学、SST、個別に作成した訓練ツール、資格取得学習
請負い作業 ：ショッピングタウンペア内のトイレ清掃、ゴダイ薬局品出し、農業
新規請負作業：食品加工会社からの袋のシール貼り

○自主製品 ：農業（ピーマン、ジャガイモ、大根、カボチャ、トマト、きゅうり）の栽培→販売
綿菓子・ポップコーン・コーヒー等の販売
（どんとでペアる、ひょっこりシアター、クレバリーホーム展示会など）

○城崎温泉インターンシップへの参加：１泊２日での旅館業務の体験

「R7年度新たな取り組み」
・ハローワークによる研修 ２回（履歴書の書き方・求人票の見方）
・豊岡湖畔劇場のから講師を招き演劇ワークショップの開催
・仕事体験会への参加
・サイエンスショーへのサポーターとしての協力

※個別の段階や課題に応じたプログラムを提供しアセスメントを通しての自己理解や課題解決力を高める
ことや、自己表現や意思決定をサポートで切るような多様な場面を想定した訓練プログラムを提供しま
した。

【就労アセスメント実施件数】
計：２３名 内訳：特別支援学校（１３名）在宅（７名）地活（１名）就職（１名）就A（１名）

【就職者】
企業実習件数：６件 就職者３名（福祉施設２名、自動車メーカー１名）

【外部向け研修会】
保護者向け合同講座での事業所紹介
就労支援セミナーでの事業所紹介
就労選択支援研修会の開催 ４回
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利用者工賃 656,102

差額 50000

利用者一人当たりの
平均工賃月額

6,369



◆余暇活動◆

日時 内容

１ ４月８日 春のさくらイベント

２ 6月6日 演劇ワークショップ

３ 6月9日 調理実習（ハンバーガー、フライドポテト）

４ ７月５日 買い出し外出（城崎・豊岡）

5 ８月２日 ボーリング

6 ９月６日 トラフス道場（トレーニング）

７ １０月４日 ①釣り大会②演劇ワークショップ

８ １１月１９日 ボーリング大会

９ １１月２２日～２３日 １泊旅行（神戸・淡路島）

10 １２月６日 買い物外出（福知山）

11 ２月７日 趣味の集い

12 ３月７日 買い物外出（福知山）

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

【良かった点】
○利用定員を６名から１０名へ増員。新規職員の配置により「受け入れ枠の拡大」と「個別支援の
質の維持」を両立し、比較的高い稼働率を維持できた。

○就労アセスメントによる地域の相談支援事業所、特別支援学校からの信頼の確立と、多様な流入
経路を確保出来た

○新規作業の確保や個別プログラムの更なる充実を図り、屋内外の両面から適性や自己理解、意思
決定を支援するプログラムを確立する事が出来た。

○城崎温泉インターンシップや演劇ワークショップ、ハローワーク研修等マナー修得だけでなく、
自己表現や適応力の向上など独自性のあるプログラムを提供する事ができた。

○３名の就職者を輩出し、高いマッチング精度で定着することができている。
【次年度への改善点】
○請負い作業やイベント販売、接客等の標準化を図る仕組みをつくる。
○多様なプログラムの提供に伴う、職員の負担の偏りが懸念→職員の人材育成
○外部連携を単発化しないように継続していく工夫→効果と振り返りの会議を強化していく
○就職者の定着と企業側との連携との強化

記入者

職名 氏名

管理者 片山慶彦



事業所の名称 就労継続支援事業所ぷろじぇくとPlus

事業所の所在地 兵庫県豊岡市元町11-1

サービスの種類 就労定着支援事業

実施地域 豊岡市ほか

利用定員 現員 ８名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

R7年度法人内事業所から就職者で新規利用者４名あり、定着支援事業
の利用可能期間の３年の経過で契約終了者が２名ありました。
法人内事業所からの就職者した方のサービス利用が中心であり、法人
として事業委託を受けている但馬障害者就業・生活支援センター等と
連携を行いながら、実習→就職→定着支援まで利用者、企業担当者と
の関係性を構築しながら、一貫したサポート体制を構築する事が出来、
高い定着率を実現しています。
会社での訪問又は事業所等での面談を月一回を原則として実施してい
ます。

余暇支援について
就労移行支援事業Routesと共同で実施している月一回の余暇活動や行
事の企画を実施し、ストレス発散や楽しみを見つけることへの支援と
友人などの関係が希薄化しやすい傾向から交流の場を提供しています。

収入総額 0

利用者工賃 0

差額 0

利用者一人当たりの
平均工賃月額

0



◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

【良かった点】
○法人内事業所や但馬障害者就業・生活支援センターとの連携による、入口から出口まで「顔の見
える関係」を維持したままサポートができ、利用者・企業の双方に安心感につながり高い定着率
を実現できている。

○４名の新規利用者の確保による、事業運営におけるサイクルが上手く回っている
○月１回の余暇活動や行事の企画により、孤立防止やストレス発散の場など居場所作りに繋がり、
継続就労の意欲に繋がっている。

【次年度への改善点】
○安定している利用者は月一回、環境変化があった際などには訪問回数を増やすなど、訪問回数の
スケジュール管理
○企業担当者との関係構築が不十分な箇所があり、企業担当者からの聞き取りを意図的に設ける
○余暇活動がレクリエーションのみにならないように、仲間同士の関係づくりを強めていく

記入者

職名 氏名

管理者 片山慶彦

◆余暇活動◆

日時 内容

１ ４月８日 春のさくらイベント

２ 6月6日 演劇ワークショップ

３ 6月9日 調理実習（ハンバーガー、フライドポテト）

４ ７月５日 買い出し外出（城崎・豊岡）

5 ８月２日 ボーリング

6 ９月６日 トラフス道場（トレーニング）

７ １０月４日 ①釣り大会②演劇ワークショップ

８ １１月１９日 ボーリング大会

９ １１月２２日～２３日 １泊旅行（神戸・淡路島）

10 １２月６日 買い物外出（福知山）

11 ２月７日 趣味の集い

12 ３月７日 買い物外出（福知山）



事業所の名称 生活介護事業所POMhouse

事業所の所在地 兵庫県豊岡市野田６７

サービスの種類 生活介護事業

実施地域 豊岡市

利用定員 １０名 現員 ８名

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外
９：００～１６：００（サービス提供時間）

事業内容

1 個別プログラム
・発達特性の強い利用者に対して個別の作業ブースを提供して、個別の
プログラムを取り組めるように支援を行いました。また、日々の取り組
みにおいても急な変更や他者との不用意な接触によるトラブルが軽減で
きるように支援を行いました。
・利用者の家族の介護負担軽減のために食事提供。入浴支援を希望に応
じて行いました。

2 生産活動
・将来的に生産活動に繋げられるように簡易な作業を体験できるワーク
を導入し、利用者個々の手指の器用さや集中力の向上のための取り組み
を行いました。
・市内のプラ成型の下請け作業に取り組み生産活動の場をていきょうし
ました。

6 7 7 7 7 8 8 8 8 8 8 8
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利用状況
区分 人数

2 1人

3 2人

4 3人

5 1人

6 1人



◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

POM houseが開所し2年になり、少しずつ軌道に乗ってきました。全体の1日のスケジュールや個々の
スケジュールも確立してきて、利用者の方も落ち着きつつあります。また内職作業も定期的に確保
され、日々の生活の安定に繋がってきています。
地域活動支援センターピースの利用者さんが生活介護の利用者さんと交流できるようになったため、
合同で行事を行うことができるように、お出かけや行事の幅も広がり、楽しみを増えてきました。

今後は更に利用者の方を増やすことと、現在週数回の利用者さんが通所日数を増やせるような取り
組みや努力をしていきたいと思います。
また、利用者の方それぞれの障害特性に合わせた作業が確保でき、その作業によって得られる工賃
がみんなの楽しみになるように作業の開拓を行っていきたいと思います。

記入者

職名 氏名

管理者 稲垣 慎吾

◆余暇活動◆

1 ２０２５年４月 花郷OKADA花見

２ ２０２５年７月 夏祭り（作業所内）

３ ２０２５年８月 遠足（鳥取砂の美術館）

４ ２０２５年１０月 遠足（城崎マリンワールド）

5 ２０２５年１２月 クリスマス会（作業所内）

6 ２０２６年１月 新年会（作業所内）

7 ２０２６年２月 節分行事（巻きずし作り）

8 ２０２６年３月 お出かけ（鳥取イオン）



事業所の名称 地域活動支援センターあべいゆ

事業所の所在地 兵庫県朝来市和田山町東谷２１３－１２３

サービスの種類 地域活動支援センター

実施地域 朝来市、養父市

利用定員 １０名 現員 １日平均 ８ 名 程度

対象者 朝来市、養父市在住で支援を必要とされている方

営業日、開所時間 月曜日～金曜日：９：００～１７：００（利用者は１６：００まで）

事業内容

居場所の提供
○自主製品づくり
○創作活動（習字等）
○調理
○ストレッチ（状況を見て）
○外出（図書館・買い物）
○レクリエーション等の行事
○下請けおよび委託作業
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利用状況
収入総額 226,794

利用者工賃

差額

利用者一人当たりの
平均工賃月額



◆余暇活動◆

日時 内容

１ ２０２５・４・１（火） 福知山散策：スターバックスに行こう

２ ４・１８（金）
図書館（5/16・6/13・7/11・8/21・9/12・10/1・11/19・

12/12・1/16・2/20・3/13）

３ ４・２３（水）
習字（5/22・6/25・7/16・8/8・9/10・10/15・11/21・

12/18・1/15・2/18・3/19）

４ ５・２８（水） ストレッチ（7/30・8/6・9/17・10/21）

５ ９・２２（月） 秋の遠足：生野銀山に行こう

６ １０月 さつまいも掘り（天気を見て何回か実施）

７ １０・２８（火） 柿の収穫と干し柿作り（11/4）

８ １１・１８（火） 収穫祭（さつまいもプリン）

９ １２・２３（火） クリスマス会

10 ２０２６・１・５（月） 初詣（大蔵神社）

11 ２・３（火） 恵方巻を食べよう

12 ３・４（水） 卒業式の祝詞をもって行く

13 ３月 体を動かそう（中央公園でバドミントン・キャッチボール）



◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

年度初めの４月１日に、２０２４年度の仕事の総収入でのストックを使って希望者で福知山に行
きました。就労継続B型作業所が運営されているカフェでランチをして、スターバックスで好きなも
のを購入しました。
実際にカフェで働いている方の姿を見て、それぞれが「働くとは」ということに意識が向いたよう
です。スターバックスでは、内容量が普段使わない名称だったこともあり、事前に練習をしたり、
メニューを決めていったので、思ったよりもスムーズに購入できたようです。注文するのに緊張し
たり、思った味ではなかったり、いろんなことが「いつもとは違う」という環境で刺激的な１日と
なりました。こんな行事を年に何回かはやりたいなと思います。

朝来市から委託を受けた『つながる研修』で支援者同士がつながったこともあり、自宅に居づら
い方の新規利用が増えました。現在は個別対応が必要な方が多いように思います。
良くいえば「個別支援」ですが、それぞれバラバラの利用形態なので、まとまって行事をすること
が非常に難しいです。
また人数が増えたため、ストレッチをする場所がないこと、来所時間がバラバラでスタートが揃

わないなどがあり、下半期はほとんど実施できませんでした。

スペースが狭く、スタッフを含めると座る場所がない日もあります。反対にお休みが重なり利用
者が少ない日もあります。しかし、来所日を決めることが難しい方も多いため（精神の方はその日
にならないと行けるかどうかわからない）来所日の調整が難しいのが課題です。

あべいゆは居場所の為、やることが決まっておらず、作業をしたい人、ゆっくり過ごしたい人、
話を聞いて欲しい人など思いはバラバラです。そこに応えていけるような工夫が必要だと思います。
まずは働くことを目標とする方のための新規作業の確保、作業はしたくないけど、みんなと過ごし
たい方の過ごし方の選択肢を増やすことが必要です。

就労を希望される方に関しては、あべいゆの次の進路やその人の思う人生設計を一緒に話をしな
がら、また可能性を信じて各関係機関に繋ぎながら、より良い人生の歩み方を共に語れる場所であ
りたいと思います。

65歳以上の方に関しては、近い将来の介護サービスの利用を視野にいれながら、スムーズな制度
の移行ができるよう、ケアマネージャーさんや高齢者相談センターの方と相談しながらあべいゆの
利用を進めていきます。基本的には穏やかに過ごしてもらえるような場所でありたいと思っていま
す。

記入者

職名 氏名

管理者 岡田 絵美



事業所の名称 地域活動支援センターピース

事業所の所在地 兵庫県豊岡市野田６７

サービスの種類 地域活動支援センター

実施地域 豊岡市

利用定員 １０名 現員 １８名

対象者
精神科等受診している発達障害者で居場所的なサービスが必要な方
障害福祉サービスを利用することに不安がある方
長い在宅生活から少し外に出てみようと思われた方

営業日、開所時間 月曜日～金曜日、第１土曜日

事業内容

・生産活動の場の提供
1）生産活動については個別支援を優先し、無理強いせずに利用者の状況に合わせた
柔軟な対応を行います。
2）コミュニケーション面で配慮が必要な方が多いため、過ごしていただく空間につ
いても都度確認を行っていきます。

・行事、その他の活動
1）調理活動等、生活面でヒントになるような活動を取り入れる他、近隣スーパーへ
の買い物に同行する等、小さなステップから緩やかな成長を見守ると共に断ることも
本人の意向として受け入れながら「自分の決断」を尊重できる雰囲気作りを大切にし
ます。

・送迎に関する対応
1）それぞれの方の生活事情や力を見極めた上で必要と判断した方に対しての送迎を
行い季節等のタイミングに合わせた送迎→自力通所への切り替えを行います。

・地域との交流、啓発活動
1）同居する生活介護事業も含め、地域との関りが深められるよう、日頃からの振る
舞いを意識し、併せて見学等の依頼にも前向きな対応を行っていきます。

・生活に関する相談への対応
1）希望される利用者に対し個別に面談の場を作り、想いを聞き取りながら支援に繋
げていきます。
2）担当する相談支援専門員が付いている場合には連絡を取り合いながら支援にズレ
が生じないような対応を行います。

・健康面のフォロー
1）感染症予防に関する情報や研修に対応するとともに、バイタルチェックについて
も引き続き行います。

・職員研修
1）虐待防止に関する研修を年１回は必ず実施し、適切な支援の継続を目指します。
2）協議会等が実施する権利擁護研修についても参加を促していきます。



◆余暇活動◆

1 ２０２５年４月 花郷OKADA花見

２ ２０２５年７月 夏祭り（作業所内）

３ ２０２５年８月 遠足（鳥取砂の美術館）

４ ２０２５年１０月 遠足（城崎マリンワールド）

5 ２０２５年１２月 クリスマス会（作業所内）

6 ２０２６年１月 新年会（作業所内）

7 ２０２６年２月 節分行事（巻きずし作り）

8 ２０２６年３月 お出かけ（鳥取イオン）

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

地域活動支援センターピースの活動も３年目となりそれぞれの利用者の方の成長がみえる１年でし
た。
１つは自ら「通所日数を増やしてほしい」と言われる利用者さんが増え、通所日数が増えたこと。
２つ目は個別対応だった利用者さんが生活介護の利用者さんと一緒に過ごせるようになり、人慣れ
してきたこと。
３つ目はこちらから質問等で会話を繋げていくばかりだったのが、自ら主体的に相談や話しをして
くれるようになったこと。
また、新規の見学・相談・契約などが継続的にあり、社会的に地域活動支援センターピースが認

知されてきたと実感できました。

次年度に向けては、次のステップ（一般就労）に移行できたり、半日が１日になったりと更なる成
長に繋げられるようなプログラムを作成し、充実した１年にしたいと思います。

記入者

職名 氏名

管理者 稲垣 慎吾



事業所の名称 居場所いろは

事業所の所在地
兵庫県朝来市和田山町東谷２１３－１２３
大森クリニック所有「さんがい」の一角を使用

サービスの種類 朝来市ひきこもり自立支援委託事業

実施地域 朝来市

利用定員 定めなし

事業の目的
ひきこもり当事者の社会復帰への支援を行うため、当事者の社会参加の機会
や居場所を提供すると共に、当事者及び家族の相談に対応すること

営業日、開所時間
月、水、金曜日：９：００～１２：３０
火、木曜日：相談日（地域活動支援センターあべいゆ内にて対応）

事業内容

①来所にて対応する「居場所事業」

②訪問にて対応する「訪問事業」←アウトリーチ

③随時相談に応じる「相談事業」

◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

「居場所事業」「訪問事業」「相談事業」とも年間の利用者数は多くはないものの、利用される方は本人
のペースで継続した利用ができている。
ひきこもりという、他人になかなか言いにくいテーマであり、本人も相談しずらいのが現状だと感じる。

しかしながら、時間をかけて丁寧な関りを続けることで、少しづつ、本人さんと支援員の関係性は構築で
きてきていると感じる。
また、朝来市の委託で実施した「つながる研修」を通して、各関係機関と顔の見える関係ができたこと

で、お互い相談がしやすくなり、利用者の紹介も増えた。
地域活動支援センターあべいゆを併用することにより、少しずつ、人の中で過ごす練習をしてもらって

いる方もいる。ここから、就労へ結びつけばよいなと思いながらも、焦らず、良い距離感を探しながら関
わっていくことが必要だと考える。
ひとつの事業所だけで抱え込むのではなく、朝来市の社会福祉課はもちろん、保健師さん、健康福祉事

務所の保健師さん、各事業所の相談員さんなどと連携しながら、情報共有をしながら、対応していくこと
が大切だと感じた1年だった。

記入者

職名 氏名

管理者 岡田 絵美



事業所の名称 総合支援センター and

事業所の所在地 兵庫県豊岡市寿町８－４０

事業の種類 障害者就業・生活支援センター、相談支援事業

実施地域 全但馬 ※相談支援については養父市を除く２市２町

利用定員 なし 現員 なし

主たる対象者 発達障害者、精神障害者、知的障害者、身体障害者、難病等

営業日、開所時間
月曜日～金曜日及び第１、３土曜日
年末年始（１２月２９日～１月３日）、祝祭日以外

事業内容

【総合支援センター and】
相談支援「ポッシュ」と就労支援「リンク」がそれぞれの強みを活かし、

総合支援センターとして一体的に支援を行っており、福祉サービス・就業・
生活、また児童・大人を問わず様々な相談に対応している。
【但馬障害者就業・生活支援センター リンク】
・職場定着支援及び生活支援
・事業主に対する支援
・会議等への参加（自立支援協議会、兵庫県障害者就業・生活支援センター
等連絡協議会及び兵庫県障害者雇用・就業支援ネットワーク会議など）

【相談スペース ポッシュ】
・計画相談、委託相談（豊岡市、朝来市、香美町、新温泉町）
・自立支援協議会への参加（養父市以外）



◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

【総合支援センターand】
相談スペースポッシュと但馬障害者就業・生活支援センターリンクは同じ建物の中の別々の部

屋で仕事をしていましたが、令和６年度末に事務所をひとつの部屋に移動したことで以前に比べ
職員同士がそれぞれのケースについて話し合う機会が増え、総合支援センターandの職員としての
意識が高まった。

【但馬障害者就業・生活支援センターリンク】
・普通校からの相談に対する仕組み作り
特定の高等学校からの相談ケースについて、当センターの仲介で、夏休み等の機会を利用して

職場実習を実施することができました。そのことにより、当該生徒の新たな進路選択へとつなが
り、卒業後の内定をいただくこととなった。
『企業見学⇒職場実習⇒就職後のフォロー』という支援の流れを、普通高校でも実現できたこと
で、今後も同様に継承していただくことができるようになり、すでに相談もいただいている。ま
た他校にもこのことについて紹介をしていただき、複数の学校から関心を寄せていただいている。
・就業・生活支援センターの支援の在り方を見つめ直す
他圏域の視察とまではいきませんでしたが県レベルの会議等でのつながりから他センターの取

り組みについてお聞きし、その中でも計画的に就労支援を実施する取り組みとして就職初期は1ヶ
月ごとに訪問（3ヶ月継続）し、その上で支援頻度や内容について本人・企業双方がその後の支援
について検討していくことで、対応が後手に回ったり、対処療法的なことにならないようにする
体制作りに徐々に取り組むことができた。
・在職者交流会の参加者増を目指す
迅速に情報発信を行うため公式LINEアカウントを活用して交流会の案内を取り組みを開始。ま
た余暇的な活動をきっかけに新規参加者を増やすことに目的に内容を開催場所や内容の見直しを
行った。結果、大幅な増とまではいきませんでしたがリンクならではの取り組みを行っていくこ
とで今までの参加者に加え、新たな顔ぶれが少しずつ見られるようになった。

【相談スペース ポッシュ】
・7月にポッシュの登録が朝来市から豊岡市へ変更となり、改めて事業所としての体制加算に
関する書類作成や確認、整理を行うことができた。

・今年度は、基幹相談、リンク、and等からの新規ケース受け入れが６９件あり、多様な相談に
対し、ほぼ断ることなく対応することができた。

・全職員が各研修に積極的に参加することで、相談支援の質の向上に努めたことと、引き続き
主任相談支援専門員が配置されていることで、各ケースについてその都度の相談や振り返りを
行いスーパービジョンを受けながら支援の整理や方向性の確認につなげることができた。

記入者

職名 氏名

センター長 山中 秀基



事業所の名称 城崎温泉ユニバーサルツーリズムセンター

事業所の所在地 兵庫県豊岡市城崎町湯島７８

事業の種類 ひょうごユニバーサルツーリズム推進事業他

実施地域 但馬（豊岡市、朝来市、養父市、香美町、新温泉町）

利用定員 なし 現員 なし

主たる対象者 高齢者、障害者等介助が必要な方

営業日、開所時間
水曜日、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く、
９：３０～１７：００

事業内容

①湯あみ（入浴介助）ヘルパーのコーディネート
協力旅館で観光客向けの入浴介助サービスを実施

②WHILL（電動車椅子）のレンタル
③城崎温泉コンシェルジュ

城崎温泉のユニバーサルツーリズム情報の収集及び情報提供
④おもてなし研修の実施（ひょうごUT推進事業）10月
⑤ユニバーサルツーリズム関連会議の企画・参加（ひょうごUT推進事
業）8月、9月
⑥モニターツアーの企画・実施
○聴覚障害者モニターツアー（ひょうごUT推進事業）10月

⑦城崎温泉エリア形成事業
○柳湯の足湯改築（車いすのまま利用できる足湯をデザイン）
○そぞろヘルパー（移動介助）の養成 1月
○商品造成モニターツアー 2月

⑧FAMトリップツアーの企画・実施協力 2月
JTBによるFAMトリップツアーの企画・実施に協力

⑨一般社団法人ひょうごﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑｱｿｼｴｰｼｮﾝ（通称：HUTA）設立
理事として参画、兵庫県などからUT推進事業を受け他の４団体とと

もに事業を進める
⑩その他
・8月城崎地区ｺﾐｭﾆﾃｨ主催『みんなで防災』に協力
・11月城崎温泉交通社会実験に協力



◆振り返り◆ ※良かった点、次年度に向け改善を必要とする点等を記載

❏湯あみヘルパー（入浴介助）１８件 あきらめていた温泉に入れて良かったと好評
ヘルパーもやりがい
❏WHILL（電動車いす）レンタル １１件 歩けるのに利用するのは抵抗ある方が多い
❏モニターツアー ３件 ・視覚障害の当事者とのつながりができた

・旅行会社に城崎温泉でのＵＴの取り組みをアピールできた
・旅行会社に商品造成をしていただいたが、周知に時間がかかりそう

❏全国にＵＴのつながりができていった
・日本ユニバーサルツーリズム推進ネットワーク総会（姫路市）６月７日
・湯二場（オンライン交流３回）全国で温泉入浴介助を行っている団体と交流の場に参加

❏全国に城崎温泉でのＵＴの取り組みを紹介
・国民保養温泉地協議会総会（新温泉町）７月２３日
・ＦＡＭトリップ（ＪＴＢ主催）２月 旅行会社に取り組みの様子を視察いただく

※その様子を観光経済新聞に掲載
・観光庁ユニバーサルツーリズムセミナー「すべての人が安心して楽しめる旅づくり」3/10
で湯あみヘルパーの紹介動画を流していただいた ※4/10観光庁のＨＰでアーカイブ動画配信中

❏一般社団法人ひょうごユニバーサルツーリズムアソシエーション（通称：ＨＵＴＡ）設立
理事として設立に参画、モニターツアー、おもてなし研修等これまで神戸ＵＴからＨＵＴＡが兼

事業などを請け負う

記入者

職名 氏名

代表理事 衣川 勝海
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